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MPEu し aver - ゴ audio coding technoloay licensed from 
Fraunhofer IIS and Thomson. 

This product is protected by certain intellectual property rights 
of Microsoft. 

Use or distribution of such technology outside of this product is 
prohibited without a license from Microsoft. 


お使いになる前に 


付属品の確認 

万一、付属品に不足や損傷びありました5、お買い上げに 
なつた販売店または弊社サービス部門にご連絡ください。 

RCA オーディオケーブル X1 
システムコント□—ルケーブル X 1 
電源コード X ] 

U モコン （ RC -1 182) X 1 
乾電池(単 4) X 2 
取扱説明書 X ] 

保証書 x 1 


使用上のま意 

参直射曰光び当たる場所や暖房器具の近< など、温度び 
高くなるところに置かないでください。また、アンプ 
など熱を発生する機器の上には置かないでくださし、。 
変色や変あ、故障の原因となりまず。 

参再生中は本機を持ち上げたり動かした0しないでくだ 
さい。ディスクび高速回転しているため、ディスクを 
傷つける恐れびあります。 

•本機を移動した0、引っ越しなどでお包する場合は、 
必ずディスクを取0出してください。ディスクを内部 
に入れたまま移動ずると、故障の原因となります。 

参テレビ放送の電波状態により、本機の電源を入れたま 
まテレビをつけると画面にしま模様び出る場合びあり 
ますび、本機やテレビの故障ではありません。このよ 
うな場合は本機の電源を切つてください。 
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安全にお使いいただくために 


製品を安全に正し<お使いいたださ、あなたや他の人々へのを害や財産への損害を未然に防止ずる 
ために、 L ソ下のを意事項をよくお読みください。 


A 尴化 む下の内容を無視して誤った取り扱し巧ずると、义災ゃ感電などによって、 

/!\^ C 3 死 t ゃ大怪我などの人身事故の原因となりまず。 

處 

電源プラグを 
コンセントか 
5 掘す 

万一、異常び起きた 5 

煙が出たり、変なにおいや音びずるとをは。 

機器の内部に異物や水などび入ったときは。 

この機器を落としたり、キャビネットを破損したときは。 

すぐに機器本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。 

異常状態のまま使用ずると、火災•感電の原因となりまず。販売店または弊社サー 
ビス部門に修理をご依頼ください。 

§ 

電源コードを傷つけない。 

電源コードの上に重いものをのせたり、コードを本機の下戴きにしない。 

電源コードを加工したり、無理に巧げたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱した 
りしない。 

コードび破損ずると火災 • 感電の原因とな0まず。万一、電源コードび傷んだら（お 
線の露出、断線など)、販売店または弊社サービス部門に交換をご依頼ください。 

電源プラグにほこりをためない。 

電源プラグとコンセントの間にゴ S やほこ0び付着ずると、火災-感電の原因とな 
りまず。電源プラグを抜いてから、ゴ S やほこりを取り除いてください。 

交流100ボルトむ外の電圧で使用しない。 

この機器を使巧でさるのは日本国内のみでず。表おされた電源電圧(交流100ボル 
卜) LU 外の電圧で使用しないでください。また、船舶などの直流 ( DC ) 電源には接続 
しないで<ださい。火災-感電の原因とな0まず。 

機器の上に巧びんや水などび入った容器を置かない。 

内部に水び入ると火災-感電の原因となりまず。 


3 










安全にお使いいただくために 


A 奋な>1- む下の内容を無視して誤った取り扱いをすると、义災ゃ感電などによって、 

/!\^ C 3 死亡ゃ大怪我などの人身事故の原因となりまず。 

分解禁止 

この機器のキャビネットは絶対にがさない。 

キャビネットを開けたり改造ずると、火災•感電の原因となりまず。内部の点検- 
修理は販売店または弊社サービス部門にご依頼ください。 


この機器を設置ずる場合は、堅か5吕 OcmLiLh の間隔をおく。また、放熱をよく 
ずるために、他の機器との間は少し離して置く。 

ラックなどに入れるときは、機器の天面か5己 cm む上、背面か510 cm む上のず 

さまをあける。 

内部に熱びこを 0、 火災の原因とな 0 まず。 


A ご^ゴ= UTF ①内容を無視して誤った取り扱いをずると、感電やその他の事故によ 
/!\/ i 后、って、怪我をしたり、周辺の家財に損害を与えたりずることがありまず。 


オーディオ機器を接続ずる場合は、各々の機器の取扱説明書をよく読み、電源を切 
り、説明に従って接続ずる。 

また、接続は指定のケーブルを使用ずる。 

この機器はコンセントの近くに設置し、電源プラグに簡単に手び届くようにずる。 

異常び起さた場合は、ずぐに電源プラグをコンセントか日抜いてください。 

§ 

ぐ5ついた台の上や傾いた所など不安定な場所に置かない。 

湿気やほこりのをい場所に置かない。風呂、シャワー室では使用しない。 

調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気があたる場所に置かない。 

火災-感電やけびの原因となることびありまず。 
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A ゴ E 1、!下の巧容を無巧して ie つた-取り硏いをする户、辟兩やその化の韦がによ 

/!\/i 后、 つて、怪我をしたり、周辺の家財に損害を与えたりずることびありまず。 


電源コードを熱器具に近付けない。 

コードの被ふ<び溶けて、火災-感電の原因となることびあ 0 まず。 

§ 

濡れた手で電源プラグを巧さ差ししない。 

感電の原因となることびあ 0 まず。 

電源プラグを巧くときは、電源コードを引っ張 5 ない。 

コードび傷つさ、火災•感電の原因となることびありまず。必ずプラグを持って抜 

いて < ださい。 


ディスクの挿入□に手を入れない。機器の内部に異物を入れない。 

特におモ様にはごを意ください。けびや故障の原因となることびありまず。 

を 

移動させる場合は、電源スイッチを切り、瓜ず電源プラグをコンセントから抜き、 
外部の接続コードをがず。 

コードび傷つさ、火災-感電の原因となることびあ 0 まず。 

お 

電源 プラグ 
をコンセン 

卜か 5 抜け 

旅行などで長期間この機器を使用しないときは、ををのため必ず電源プラグをコン 
セントから巧く。 

お手入れの際は安全のため電源プラグをコンセントか 5 巧く。 

感電の原因となることびあ 0 まず。 


口 

愛情点検 


電源ケーブルや本体に異常びないか、定期的に点検してください。 

已年に1度は、販売店または弊社サービス部門に内部の点検をご依頼ください。 
費用についてはお問い合わせください。 
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コンパクトディスクについて 


本磯では、し U 下のディスクび再生でさます。 

• [Compact Disc Digital Audio 」 □コマークのある 
CD (12 cm /8 cm ) 

n COMPACT 

团眶歷 

DIGITAL AUDIO 

-正しい方法でファイナライズされた CD - R および 
CD-RW 

•ディスクの品質、録音の状態によっては、再生でさな 
いことびあります。 

♦ コピーコント□-ル CD や Dual Disc など、 CD の標準 
規格に準拠して いない 特殊なディスクは正常に再生で 
さないことびあります。本機で特殊なディスクを使用 
した隙の動作や音質については保罰致しかねます。特 
殊なディスクの再生に支障びある場合は、該当するデ 
イスクの発売元にお問い含わせください。 


参直射曰光び当たる場所や、高温多湿の場所には放置し 
ないでください。ディスクび変形•変質して、再生で 
さな < なるおそれびあります。 

♦ CD - R / CD - RW は、通常の CD と比べて熱や紫外線の影 
響を受けやずく作5れています。直射日光び当たる場 
所や熱を発生する器具の近<などに長時間放置しない 
で < ださい。 

♦ ディスクにはラベルなどを貼5ないでください。ディ 
スクにセ□八ン テープ やレンタル CD の シールな どをは 
びしたあとびあるもの、またシールなどか5糊びはみ 
出ているものは使用しないでください。そのまま本機 
にかけると、ディスクび取り出せなくなったり、故障 
の原因となることびあります。 

参ディスクのレーベル面に何か書さ込むとさは、油性の 
フェルトペンをお使いください。ボールペンなど、先 
端の固いペンを使ラと、ディスク面を傷つけて録音/ 
再生びでをなくなる場合びありまず。 


•ディスクは、必ずレーベル面を上にしてセットしてく 
ださい。 


•ディスクをケースか5取0出すとさは、ケースの中む 
を押しなび5、ディスクのが周部分を手ではさむよラ 
に持ってください。 



♦ 信号録音面に指紋やほこ0びついた5、柔5かい巧で 
内側中むか5外側へ直角方向に軽く巧いてください。 



♦ 使用後のディスクは、必ずケースに入れて保管してく 
ださい。そのままディスクを放置するとそりやキズの 
原因となりまず。 

♦ 市販の CD 用スタビライヴーは、絶対に使用しないで 
ください。再生でをな<なった0、故障の原因となり 
ます。 


♦ 八ートおや八角あなど特殊形状の CD は、機器の故障 
の原因となりますので使用しないでください。 



♦ CD - R や CD - RW ディスクの取り扱いについてご不明な 
点びある場合は、直接ディスクのメーカーにお問い合 
わせくださし、。 


♦ ディスクのちれは音飛びや音質低下の原因となります 
ので、いつちをれいに清掃して保管してくださし、。 
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MP 3/ WMA について 


本徽ま、 CD-R/CD-RW に記録された MP3 ファイルや WMA 
(Windows Media Audio) ファイルを再生することびでき 
ます。パソコンなどを使って MP3/WMA ファイルを作成す 
る隙は、使用するソフトの説明をよくお読み<ださし、。 

♦ 本機のディスプレーには半角のアルファべットと数字 
(1 バイト义字）しか表示でさません。ファイル名に曰本 
語や中国語などの全角文字 (2 バイト文字)び使われてい 
る場合、再生は可能ですび正しく表示でさません。 

♦ MP3/WMA ファイルの認識はファイル拡張子 (MP3 
の場合「.mp3」、 WMA の場含 「.wma」） で行います。フ 
ァイル名には必ず拡張子を付けてください。 

♦ 拡張子のないファイルは本機では再生でをません。ま 
た、ファイル名に拡張テをつけていてち MP 3 または 
WMA データお式でないファイルは再生できません。 

♦本機で再生でをる MP3 ファイルは、モノラルまたは 
ステレオの MPEG-1 Audio Layer 3 フォーマツト で、 
サンプ U ングレートび 44.1 または48 kHz、 ビットレ 
-卜び32日 kbps 政下のファイルとなります。 

♦本機で再生でをる WMA ファイルは、サンプ U ングレ 
—卜び44.] kHz、 ビットレートび1日2 kbps 政下の 
ファイルとなります。 

♦ 可変ビットレートで記録されたファイルは、正常に再 
生でさないことびあります。 

♦ ファイナライズされていないディスクは再生でさませ 
ん。 MP3 または WMA を記録した機器でファイナライ 
ズしておいて < ださい。 

♦ IS 日日 日 6日 規格で記録され ていない ディスクは再生で 
きません。 

♦ フォルダとファイルの含計び2日巳を越えているディス 
クは、本機で正しく再生でをないことびあ0ます。 

♦ マルチセッションで記録されたディスクには対応して 
いません。最初のセッションのみ再生します。 

♦ ディスクの状態によっては、本機で再生でさなかった 
り、音び途切れることびあります。 


リモコンの使い方 


使用上のま意 

♦ U モコンの先端を本体のリモコン受光部に向けて、已 
メートル内の距離で操作して<ださい。本体とI」モ 
コンの間には障害物を置かないで < ださし、。 

♦ 本体の U モコン受光部に曰光や照明び干渉すると、I」 
モコン操作びでさないことびあ0ます。その場含は本 
体のボタンをお使いください。 

♦本機のリモコンを操作すると、ホが線によりコント n 
ールする他の機器を誤動作させることびありますので 
ごま意くださし、。 


電池の入れ方 

U モコン裏面のフタを外し、ケースの®と©の表示に 
合わせて乾電池(単4形）2本を入れて、フタを閉めて 
<ださし、。 



電池の交換時期は… 

操作範囲び狭くなった0、操作キーを押してち動作し 
ない場合は、2本とわ新しい電池に交換してくださし、 


電池についてのま意 

乾電池を誤って使用ずると、液もれや破裝などの原因とな 
ることがありまず。 ly 下のミち意をよく読んでお使いくださし、。 

♦ 乾電池の法)と©の向をを、電池ケースに表示されてい 
るとお0に正しく入れてください。 

♦ 新しい乾電池とちい乾電池、または種類の違ラ乾電池 
を混ぜて使用しないでください。 

♦電池を加熱した0、分解したり、火や水の中に入れな 
いで < ださい。 

♦ 電池を金属製のル物類と一緒に携帯、保管しないでく 
ださい。電池びショートして液ちれや破裂などの原因 
となることびあ0ます。 

♦ 乾電池は絶対に充電しないでください。 

♦長い間 （1 ヶ月!^^上） U モコンを使用しないときは、電 
池を取0出しておいてください。 

♦ 液もれを起こしたときは、ケース内に付いた液をよく 
拭さ取ってか5新しい電池を入れてください。 
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接続方法 


レシーバー （ AG-H 60 0) 


CD 

SYSTEM CONTROL (LINE IN) 


I —— if 



A 接続時の注意 

• 全ての接続び終わってから電源プラグを差し込んでください。 

• 接続する機器の取扱説明書をよく読み、説明に従って接続してください。 




































































互アナ□グ音声出力端子 [LINE OUT] 

アナ□グの音青を出力しまず。オーディオケーブルを使 
つて、 レシーバーの音青入力端子と接続してください。 

♦ オーディオケーブルは白のピンプラグを白 （ L ) 端子に、 
赤のピンプラグをホ ( R ) 端子に接続してください。 

白(。@3白(1_) 
ホ ( R ) 强 ■^^^==-=♦0 ホの） 


♦プラグはしっかりと差し込んでください。また、電源 
コードやスピーカーコードと一緒に束ねないでくださ 
し^0音質の低下や雑音の原因になります。 


&デジタル音声出力端子 [D に ITAL OUT] 

同軸デジタルケーブルを使って、 CD レコーダーなど 
の同軸デジタル入力端子と接続して<ださい。 

♦ ケーブルはしっか0差し込んでください。 


与システムコント□ール端モ 
[SYSTEM CONTROL] 

ティアックのレシーバー A 白 - H 目日日をお持ちであれば、 
システムコント□ール機能を使ラことびでをます。 
システムコント□ールケーブルを使って、本機と 
A 白 - H 目日日のシステムコント□ール端子を接続し、シ 
ステムコント□-ルスイッチ(因)をに丫 STEM 」 に切り 
換えてください。 

システムコント□-ル機能を使ラと、政下のように動 
作します。 

♦ AG - H 目日日の U モコン （ RC -1 181) を使って 
AG - H 目日日の電源のスタンバイ/オンを切り換える 
と、本機の電源のスタンバイ/オンび連動して切0 
換わります。 

♦ AG - H 目日日の入力を CD か5他のソースに切0換え 
ると、本機の再生び自動的に停止し、ディスプレー 
び消灯します。 

( AG - H 色日日の取扱説明書もお読みください。） 


岛システムコント□ールスイッチ 
[SYSTEM CONTROL SELECTOR] 

システムコント□-ル機能を使ラときは、本機と 
AG - H 自日日のシステムコント□-ル端子(尼])を接続し、 
システムコント□ールスイッチを 「 SYSTEM 」 に切り 
換えてくださし、。 

♦スイッチを 「 SYSTEM 」 に切り換えると、本機の U モ 
コン ( RC -1] 82) の電源ボタン ( STAND 日 Y / 日 N ) び機 
能しな < なります。 

♦ システムコント□ール機能をお使いにな5ないと 
きや AG - H 日日日をお持ちでない場合は、スイッチを 
「 SINGLE 」 に切り換えてください。 「 SYSTEM 」 のま 
まだと電源をオンにすることびでさません。 


EI アース端モ [SIGNAL GND] 

市販のビニール電線などを使ってアンプなどとアース 
接続すると、音質び向上する場合びあります。 

• 安全アースではありません。 


FJ 電源インレット 

付属の電源コードを使って家庭用電源コンセントに接 
続してくださし、。 

♦ 付属の電源 コード !; (がは使わないでください。乂ぶや 
感電の原因になることびあります。 

また、長期間使巧しないとさは、コンセントか5電源 
プラグを损いておいてください。 

A 交流100ボルトむがの電圧で使用しないでください。 
义災•感電の原因になりまず。また、電源の巧き差しは、 
必ずプラグを持って行ってください。 
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各部の名称 


n 巧 rs fii 



n m ち 白白 


□ 主電源スイッチ [ POWER ] 

電源をオン/オフします。 

スタンバイではインジケーターびオレンジに、オンではインジケーター 
び青に光ります。 

□ ディスクトレ- 

Q スキップボタン 

前または後ろの巧にスキップします。 （14 ページ） 

□ 開閉ボタン [ A ] 

ディスクトレーを開閉します。 

□ 再生/一時停止ボタン [►/■■] 

再生を開始/一時停止します。 

□ 停止ボタン [■] 

再生を停止します。 

因リピートボタン [ REPEAT ] 

U ピート再生のモードを切0換えます。 （1 日ページ） 

□ ディスプレ- 

ディ スクの総巧数や再生時間、 MP3/WMA の情報などび表示されます。 

□ リロン受光部 

リモコンからの信号を受信します。 U モコンを使用ずるとさは、リモコ 
ンの先端をこち5に向けて操作してください。 


]〇 









































田電源ボタン [STANDBY/ON] 

電源のスタンバイ/オンを切0換えます。 

システムコント□-ル機能を使っているとをは、この 
ボタンは機能しません。本機の電源のスタンバイ/オン 
を切0換えるには、 AG-H 目日日の IJ モコン （RC-1 181) 
をお使いください。 

面タイムボタン [TIME] 

ディスプレーの時間表示を切0換えます。 （2 日ページ) 

のディスプレーボタン [D 旧 PLAY] 

ディスプレーの表示を切り換えます。 （2 日ページ） 

胃プ□グラムボタン [PROGRAM] 

プ□グラム再生に使巧します。 （17 ページ） 


を]ディマーボタン！; DIMME 刊 

ディスプレーの明るさを調節します。 （1 目ページ） 

图クリアボタンにに A 刊 

プ□グラムした巧を削除します。 （18 ぺージ） 

两 ヴーチ ボタン[♦^/►►] 

再生中にサーチボタンを押し続けると、早送り/早戻 
しびでさます。 （14 ページ） 

[S] ファイルボタン [FILE へ/\/] 

MP3/WMA 再生のとき、前または後ろの巧にスキッ 
プします。 （1 己ページ） 

田シャッフルボタンに HUFR_E] 

シャッフル再生に使用します。 （1 目ページ） 

@決定ボタンに NTE 刊 

フオルダボタン （F 日 LDER へ/やファイルボタン 
(FILE へ/で選んだをのを確定します。 （1 已ぺージ） 


♦ AG-H 日日日のリモコン (RC-1] 81) を使って本機を操 
作することわでさます。し:!下のボタンび使えます。 

I」ピートボタン怖 PEAT) 

停止ボタン (■) 

シャッフルボタン (SHUFFLE) 

スキップボタン（[◄◄/►►〇 
再生/一時停止ボタン (►/II) 

サーチ ボタン 

(A 白 -H 自日日の取扱説明書もお読みください。） 


® 数字ボタン 

選®などに使巧します。 （ 1已ページ) 


@フオルダボタン [FOLDER へ /V] 

MP3/WMA 再生のとを、前または後ろのフオルダに 
スキップします。 （1 已ページ） 








































基本操作 



□ 白 

n 電源を入れる。 

^電源インジケーター 

cr 

POWER 



電源インジケーターびオレンジか5青に変わります。 

システムコント□ール機能を使う場合は、主電源スイ 
ツチ （P 日 WER ) はオンにしておいて、 AG - H 目 日日のリ 
モコン （ RC -1 181) で電源のスタンバイ/オンを切り換 
えて <ださい。 


0開閉ボタン (A) を押ず。 



ディスクトレーび手前に出ます。 

日ディスクのレーベル面を上にしてトレーに 
のせる。 



参トレーは1分後に自動的に閉まります。 

♦ ディスクび中央のガイドか5外れた状態でトレーを開 
じると、ディスクび中で引つかかりトレーび開かなく 
なることびあ0まず。ディスクは必ずトレーの中央の 
ガイドにしっかり合わせて置いてください。 


【1開閉ボタン (A) を押ず。 



ディスクトレーび閉まります。 

♦ 指を挟まないよラにごを意ください。 


オーディオ CD 


Stop 

[TT^ 143:08 」 


ディスクの総再生時間 
総 m 数 


MP 3 /WMA ディスク 


stop 

Total Files 1 い 


ディスクの; 

发巧数 


♦ ディスクをのせたあと、開閉ボタン ( A ) を押さずに再 
生/一時停止ボタン （►/ H ) または数字ボタンを押す 
と、自動的にトレーび閉じて再生を始めます。 


































□再生/-時停止ボタン (►/H) を押ず。 


► /II 



1曲目から再生び始まります。 


♦ ディスクの読み込みにはをか時間びかかります。ディ 
スクの読み込み中は、ボタンを押しても機能しません 
ので、ディスプレーに総巧数と総再生時間（オーディ 
才 CD のみ)び表示されるまでお待ちください。 

• 最後の曲の再生び終わると停止しまず。 

♦ ディスクトレーにディスクび入っていない場合は 「No 
Disc」 と表示されます。 


オーディオ CD 



再生中の巧番再生中の ffl の経過時間 


• フオルダに入っていなし、 MP3/WMA ファイルは、自 
動的に 「R 日日 T」 フオルダに入れられます。 R 日日 T フオ 
ルダの]巧目から再生び始ま0ます。 


♦ MP3/WMA のファイルの入っていないフオルダはス 
キップして再生します。 


MP 3/ WMA ディスク 

再生中の ffl の経過時間(分/秒) 



m 名、アーティストち、アルバムち 
(スク□ール表示） 


♦ MP3/WMA ディスクでは、再生時間び1日日分を超え 
る曲の再生中は、経過時間び時/分で表示され、「：」 
び点滅します。 

再生時間び4時間に40分）を超える巧の再生中は、経 
過時間び表示されません。「日 VER」 と表示されます。 
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基本操作 


昼本の再生操作 

图图图 




〇 i 
中 广 

P 



。 (P 

© 〇 〇 

1 1 

し 

」 


函度] 


A I 再生をやめるには 

停止ボタン (■) を押しまず。 



PJ 聴きたい巧を探ずには(スキップ） 

巧生中にスキップボタンを巧します。 



前または後ろの曲にスキップしてち生を始めます。希 
望する巧番になるまで、続けて操作してください。 

♦ 停止中または一時停止中に操作すると、選んだ巧の頭 
で(一時)停止状態にな0ます。再生/一時停止ボタン 
(►/II) を押すと再生び始まります。 

♦再生中にスキップボタン （hw) を一回押すと、再生中 
の巧の頭に戻ります。それよ0前の巧を再生したいと 
をはスキップボタン （!◄◄) を続けて押してくださし、。 


を再生を一時停止ずるには 

再生/一時停止ボタン （►/„) を巧します。 


♦ プ□グラム再生中は、プ□グラムされた順番に前また 
は後ろの巧にスキップします。 


►/II 



• 再生/一時停止ボタン (►/H) ををラー度押すと、再び 
再生び始まります。 


A ディスクトレーを開閉ずるには 

開閉ボタン (A) を押します。 



♦ ディスクの再生中に開閉ボタン (A) を押すと、再生び 
停止してディスクトレーび開さます。 


も聴きたい部分を探ずには(サーチ） 

再生中にスキップボタンを押し続け、聴き 
たい部分び見つかった5指をはなします。 

参 U モコンではサーチボタン （♦*/►►) を使用してくだ 
さい。 

•最後の巧の終わりまで早送りすると、停止しまず。 


♦ ディスクを取り出した5、ちラー度開閉ボタン (A) を 
押してトレーを閉じてください。 
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好きな巧か 5 再生する フオルダ/ファイルを選ぶ 



再生中または停止中に数字ボタンで®番を押すと、その巧 
か5再生び始まります。 


再生中や停止中に MP3/WMA のフオルダを探したり、聴 
さたい巧を探すことびでをます。 


例： 

3 

0 3 

巧番3 : 

〇または 

0-0 


• フォルダびを在しない、または一つしかない場合は、 
フオルダを選ぶ必要はありません。曰から操作してく 
ださい。 


巧番1己： 

巧蚕1日7 : 


1 5 

0-0 

6 - 6 - 


〇 


□ フォルダを選ぶ。 

フオルダボタン f 日 LDER へ/を押して希望のフ 
オルダを選び、決定ボタン (ENTER) を押します。 



• フォルダの階層によっては、フオルダや巧の順番び前 
後することびあ0ます。 


選んだフオルダの最初の曲から再生び始ま0ます。 


□ 巧を選ぶ。 

ファイルボタン (FILE へ/' vO を押して希望の巧を選 
び、決定ボタン (ENTER) を押します。 



選んだ曲か5再生び始まります。 
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u ピート再生 


シャッフル再生 



U ピートボタン (REPEAT) を巧すたびに、のよう 
に U ピートのモードび変わります。 


RP 1(1巧|」ピート） 

古 

RP F (フオルダ U ピート) 

古 

RP A (全曲」ピート） 

古 

(通常の再生） 

I 

MP3/WMA ディスクのみ 



シャッフルボタン (SHUFFLE) を押すと、ディスクの 
巧びランダムに再生されます。 


CD /^ 

SFL 

T 05 

00:13 


♦ シャッフル再生中にシャッフルボタン (SHUFFLE) を 
押すと、シャッフル再生を解除でさます。 

♦シャッフル再生を停止すると、シャッフル再生モード 
び解除されます。停止ボタン ) を押すまでシャツフ 
ル再生は続をます。 


•停止ボタン (■) を押すと、 U ピートモードは解除され 
ます。 


IffliJ ピート （RP 1) 

再生中の巧び繰0返し再生されます。他の巧を選ぶと、 
その巧び繰り返し再生されます。 

♦ 停止中に]® U ピートを選んでから®蚕を選んで再生す 
ると、その®び繰り返しち生されます。 


♦ シャッフル再生中にスキップボタン（►►1)ボタンを押 
すと、次の曲びランダムに選択されます。スキップボ 
タンを押すと、現在の巧の頭に戻0ます。既に 
シャッフル再生び終わった巧には戻れません。 

♦シャッフル再生モードのとをは、数字ボタン、フ 
オルダボタン （F 日 LDER へ/\/)、ファイルボタン 
(FILE へ/V)を押しても機能しません。 


フォルダリピート （RP F ) ( MP 3/ WMA ディスクのみ） 

再生中のフォルダの全曲び繰0返し再生されます。フ 
ォルダボタン （F 日 LDER へ/\/)でイ也のフォルダを選 
ぶと、選んだフォルダの全巧び繰0返し再生されます。 


• 停止中にフオルダ U ピートを選んでからフオルダを選 
んで再生すると、そのフォルダの全曲び繰り返し再生 
されます。 


を巧リピート (RP A ) 

ディスクの全曲を繰り返し再生します。 


♦プ□グラム再生中は、プ□グラムされた曲び繰り返し 
再生されます。 
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プ□グラム再生(オーディオ CD のみ) 



参3日巧を超えると rp-fuiu と表示されます。 


♦ 間違えてプ□グラムした場合、ク U アボタン (CLEAR) 
を巧すと最後にプ□グラムした曲び削除されます。 


参ディスクに存在しない曲蚕はプログラムでさません。 


参停止ボタン (■) を押すと、プ□グラムは消去されます。 


ディスクの中か5、3日曲までプ□グラムして再生すること 
びでをます。 

♦ プ□グラムする前にディスクを入れておいてください。 


D 停止中にプ□グラムボタン (PROGRAM) 
を押ず。 



stop 

\ \ 1 ノ / 

- PROGRAM - 

P -00 

T 00 / /1 い 


参再生中はプ□グラムでさません。 


且数きボタンで巧を選択ずる。 


P 再生/一時停止ボタン （►/H) を押ず。 



プログラム再生び始ま0ます。 

♦プ□グラム再生中または停止中は、ディスプレーに 
「PRG」 と表示されます。 

♦全ての曲目の再生び終わると、自動的に停止します。 

♦ シャッフルボタン (SHUFFLE) を押すと、プ□グラム 
再生び一時的に解除されて、シャッフル再生になりま 
す。シャッフル再生を停止して再生/一時停止ボタン 
(►/H) を押すと、再びプ□グラム再生び始ま0ます。 


例：巧番1己をプ□グラムする場合 


1 5 

0-0 



プ□グラム番号 プ□グラム番号1に 

プ□グラムした巧番 

希望の巧を全てプ n グラムずるまで、已を繰り返し 
ます。 


♦ プ□グラム再生を停止すると、プ n グラムの総巧数と 
総再生時間び表示されます。 


/7 















プ□グラム再生(オーディオ CD のみ) 


プ□グラム再生を停止ずるには 

停止ボタン (■) を押します。 



•プ□グラムした内容はメモ U —されています。再生/ 
一時停止ボタン （►/ H ) を押すと、再びプ□グラム再生 
び始まります。 


プ□グラムの内容をチェックずるには 

停止中にプ□グラムボタン ( PR 日 GRAM ) を繰り返し 
押します。 


PROGRAM 



プ□グラムの一部を削除ずるには 

停止中に、削除したい曲番び表示されるまでプ□グラ 
ムボタン （ PR 日 GRAM ) を繰り返し巧してか5、ク U 
アーボタンに LEAR ) を巧します。 


□ □ACD A U 



プ□グラムからその巧び削除され、なにプ□グラムさ 
れていた曲び繰り上びって表示されます。 

•複数の巧を削除ずるとさは、同じ操作を繰り返してく 
ださし、。 

♦ クリアーボタン ( CLEAR ) を3秒 ULL 押し続けると、プ 
□グラムされていた全巧び削除されます。 


巧を追加ずるには 

停止中に、プ□グラムボタン ( PR 日 GRAM ) を繰り返 
し押して、追加したい位置の直後の曲のプ□グラム蚕 
号を表おさせてか5、数字ボタンで巧蚕を選びます。 


押すたびにプ□グラム番号とプ n グラムした曲蚕び表 
示されます。プ□グラムの最後に 「 P - encU と表示され 
ます。 


♦元の表示に戻るには、プ□グラム再生を開始して、停 
止します。 



〇 

0 

〇 


2 3 

〇 〇 

5 6 

〇 〇 

8 9 



♦ プ□グラムの最後に巧を追加したい場含は、プ□グラ 
ムボタン （ PR 日 GRAM ) を繰り返し押して、 rP-endJ 
を表示させてか5、数字ボタンで巧蚕を選びまず。 
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デイスプレーを暗くする(デイ7—) 


プ□グラムの内容を全て消去ずるには 

停止中にプ□グラムボタン （PR 日 GRAM) を押してか 
5、停止ボタン (■) を押します。 



♦ 政下のいずれかのボタンを押したとさち、プ□グラム 
の内容は全て消去されます。 

開閉ボタン (A) 

U モっンの電源ボタン (STANDBY/ON) 

本体のを電源スイッチ (POWER) 



ディマーボタン (DIMMER) を押すたびに、ディスプレ 
一の明るさなん^下のよラに変わります。 

NORMAL (通常の明るさ） ◄ -1 

古 

DIMMER (ディマー) 

古 

UGHT OFF に秒後に消灯） 

I . 


♦ 本機の電源をスタンバイ状態にすると、次に電源を才 
ンにしたとさは通常の明るさにな0ます。 


♦ 消灯中に操作をすると、約4秒間だけデイスプレーび 
通常の明るさになりまず。 


♦ システムコント□-ル機能を使っているときは、 
AG-H 日日日で! ンダイレクトをオンにすると、本機 
の設定に関わらず、ディスプレーび消灯します。 
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デイスプレーの表示 


表示ずる情報を変える 

ディスプレーに表示される情報を変えることびでさます。 



ディスプレーボタン（□旧 PLAY) を巧すたびに、 L ツ下 
のよ5に情報び変わります。 


才ーデイオ CD 


CD/^ 

T01 00:42 


、が/ ► 00:42 

-：1 Z - 345678910 111Z 131415 ► 

^——I- 

S ュージ ックカレンダー 

• ミュージックカレンダーは、ディスクに収録されてい 
る曲数を最大1己曲まで表示しまず。1已曲 ULL 収録さ 
れているときは、最勘こ「►」び点灯します。 

• 再生中の曲番び点滅します。再生び終わると巧番び消 
文ます。 


MP 3/ WMA ディスク(再生中） 

曲名、アーティスト名、アルバム名 ♦ 
(スク □ ール表 tjO 

1 

フォルダ番号とファイル番号 

I 

ファイル名 

I 

曲名 

I 

アーティストを 

1 

アルノ（ム名 


時間情報を変える讨ーデイオ CD のみ） 

オーディオ CD の再生中に、ディスプレーに表示される時間 
情報を変えることびでをます。 



タイムボタン (TIME) を押すたびに、 UTF のように時 
間情報び変わ0ます。 


再生中の曲番とその巧の経過時間 


CD/> 

T08 00:42 


再生中の巧番とその曲の残りの再生時間 


CD/^ 

T08 -03:02 


再生中の巧番とディスクの総経過時間 


CD/> 

T08 43:08 TOTAL 


再生中の巧番とディスクの残りの総再生時間 


CD/> 

T08 -42:26 TOTAL 


♦ s ユージックカレンダーを表示させているとさは、時 
間情報び上段に表示されまず。 

参タイムボタン (TIME) は MP3/WMA ディスクでは機能 
しません。 
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困ったとさは 


本機の調モがおかしいときは、サービスを依頼される前に 
UTF の内容ををラー度チェックして< ださし、。 

それでち正常に動作しない場合は、お買い上げの販売店 
または最寄りの当社サービスセンターにご連絡ください。 


電源が入5ない。 

今電源コードの差し込みび不完全ではあ0ませんか？ 
システムコント□-ル機能を使っているときは、 
AG-H 自日日のリモコン (RC-1 181) を使って本機の電 
源をオン/スタンバイしてくださし、。 

■►システムコント□ール機能を使わないときは、本 
機のシステムコント□-ルスイツチ （SYSTEM 
CONTROL SELECTOR) を 「SINGLE」 に切0換えて 
<ださい。 

音が出ない。 

今 レシーバー、スピーカーとの 接続を確認してください。 

今レシーバーの操作を確認してくださし、。 

リモコンで操作できない。 

♦ 電池び消耗していた5、2本とわ新しい電池に交撰し 
て < ださし、。 

-► 本体と U モコンの間に障害物びあると操作でさませ 
ん。本体の正面か5日メートル1；(内の距離で、本体の 
方を向けて操作してください。 

システムコント□ール機能を使っているとをは、リモ 
コンの電源ボタン (STAND 巨丫 /日 N) び働かなくなり 
ます。 AG-H 目日日の U モコン （RC-1 181) を使って本 
機の電源をオン/スタンバイしてくださし、。 

テレビなどが誤動作ずる。 

■►ワイヤレス U モコン機能を持つテレビの一部には、本 
機の U モコン操作によ0誤動作するむのびあ0ます。 
その場合は、本機の U モコンを操作ずる間は他の機器 
の電源を切って < ださい。 

再生でさない。 

今ディスクび裏返しになっている場合は、ディスクの 
レーベル面を上にして入れ直してください。 

-► ディスクびミちれている場含は、ディスクを拭いて<だ 
さい。 

■►何ち録音されていないディスク、ファイナライズされ 
ていないディスクは再生でさません。 CD-R/CD-RW 
を再生するときは、録音/ファイナライズされている 
ディスクを入れて<ださい。 

■►ディスクの品質や録音状態によっては、 CD-R/ 
CD-RW を再生できないことびあります。 


音號びがずる。 

♦震動をちえると音飛びします。本機は安定した場所に 
設置してください。 

今ディスクび巧れている場含は、ディスクを拭いてくだ 
さい。 

♦ 傷び付いたディスクは使わないで < ださし、。 

プ□グラム再生でさない。 

■►電源を切ったり、ディスクトレーを開閉すると、プ〇 
グラムは消去されます。誤ってプ□グラムを消去して 
しまった場合は、もラー度プ n グラムし直してくださ 
い。 

ディスプレーの表示が消える 

今ディマーの設定を 「N 日 RMAU または 「DIMMER」 にし 
て < ださい。 

今 AG-H 目日日の入力を CD に切り換えてください。 

今 AG-H 日日0で!ンダイレクトを使っているときは、 
ディスプレーの表示び自動的に消打します。 


本機はマイコンを使用しておりまずので、外部か5の雑音 
やノイズ等によって正常な動作をしなくなることびありま 
ず。このような場合は一旦電源を切り、約1分後に始めか 
5操作してぐださい。 


結露現象について 

本機を寒い戸外か5暖かい室内に持ち込んだり、設置した 
部屋の暖房を入れた直後などには、動作部やレンズに水滴 
びついて正常に動作しないことびあります。この場合は、 
電源を入れて！〜2時間そのまま放置してください。正常に 
動作ずるよラになります。 
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仕様 お手入れ 


周波数特性 . 2日 Hz 〜2日 kHz ±1 .OdB 

SN 比 (20 kHz LPF ) 

1 10 dBl ； LL ( lkHz , 日 d 日 ， A wei 呂 ht ) 
全高調波歪率に OkHz LPF ) . . . .0.003% (1 kHz . 日服） 

アナ□グ出力 . RCA 2 .日 V ( IkHz . OdB ) 

デジタル出力 . RCA ( COAXIAL . 0.5 V . 7已 Q ) 

電源 . 10日 V AC 50-60 HZ 

消費電力 .8 W 

がお寸法(幅、高さ、奥巧） . 2日日 XI 日 2 x 3 日 8 mm 

質量 . 已 .4 k 呂 


トップカノ（一やノくネル面のミちれは、薄めた中性洗剤をかし 
含ませた柔5かい布で拭いてください。 

化学ぞラさんやベンジン、シンナーなどで拭かないでくだ 
さい。表面を傷める原因となります。 

A お手入れはま全のため 電源 プラグをコンセントか6巧 
いて巧ってください。 


付属品 

RCA オーディオケーブル X 1 
システムコント□ールケーブル X 1 
電源コード X ] 

リモコン （ RC -1 182) X 1 
乾電池禅 4) X 2 
取扱説明書 X ] 

保証書 X 1 


仕様及び外観は改善のため予告なく変更することびあります。 
取扱説明書のイラストび一部製品と異なる場合びあります。 


音のエチケット 

楽しい音楽を、場合によっては大変気に 

なるものです。静かな綱にはルさな旨 

でもよく通り、特に低音は床や壁などを 

伝わりやすく、思わ姑ところに迷惑をか二 yA 

けてしまラことびあ0ます。 

適当な音量をむびけ、窓を閉めたりへッドホンを使用す 
るなどして、快適な生活環境を守0ましょラ。 

このマークは音のェチケツトのシンボルマークです。 
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保証と アフターサービス （よくお読みくださし、) 


■ 保証書 

この製品には保話書び添付されています。保証書は、お買 
い上げの隙に販売店び r お買上げ曰-販売店名」等を記入し 
た上でお寢し致します。記入事項及び記載内容をご確認の 
上、大切に保管してください。保証期間はお買い上げ曰か 
ら一年です。 

■ 補修用性能部品の保有期間 

当社は、この製品の補修用性能部品(製品の機能を維持す 
るために必要な部品）を製造打ち切0後8年間保有していま 
す。 

■ ごす明な点や修理に関ずるご相談は 

修理に関するご相談、並びにご不明な点は、お買い上げの 
販売店または弊社サービス部門(裏表紙に記載）にお問い合 
わせ < ださい。 

■ 修理を依頼されるときは 

2] ぺージの「困ったときは」に従って調べていただき、なお 
異常のあるとさは使用を中止し、必ず電源プラグをコンセ 
ントから损いて、お買い上げの販売店または弊社サービス 
部門(裏表紙に記載)にご連絡 < ださい。 

なお、本体の故障わし<は不具合によ0発生した付随的損 
害(録音内容などの補償)の責についてはご容赦くださし、。 

保証期間中は 

修理に隙しましては保証書をご提示 < ださし、。 

保証書の規定に従って、修理させていただきます。 

保証期間び過ぎているときは 

修理すれば使巧でをる場合は、ご希望により有料にて修理 
させていただをます。 

修理料金の仕組み 

技術料：故障した製品を正常に修厦するための料金でず。 

測定機等の設備費、技術者の人件費、技術教育費 
び含まれていまず。 

部品代：修理に使用した部品代金です。 

その他修理に付帯ずる部材等を含む場合ちあ0ます。 
出張料：製品のある場所へ技術者を派遣ずる場合の費用です。 


修理の際ご連絡いただきたい内容 

型名： CD プレーャー PD - H 600 
シリアルナンバー： 

お買い上げ曰： 

販売店名： 

お客様のご連絡先 

故障の状況(できるだけ詳しく） 


■ 廃棄ずるときは 

本機を廃棄する場合に必要になる収集費などの費用 
は、お客様のご負担になりまず。 


分解-改造禁止 

この機器は絶対に分解-改造しないでくださし、。 

この機器に対して、当社指定のサービス機関政外による 
修理や改造び行われた場合は、保証期間内であってわ保 
証対象外とな0ます。 

当社指定のサービス機関し^がによる修理や改造によって 
この機器び故障または損傷した0、人的-物的損害び生 
じてを、当社は一切の責任を負いません。 
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テイアツク巧式を社 

干 206-8530 東京都多摩市落合1 -47 


http://www.teac.co.jp 


この製品のお取り扱い等に関ずるお問い合わせは 

AV お客様相談室までご連絡ください。お問い合わせ受付時間は、 

±•曰■祝日■弊社休業日を除く 9:3日〜12:日日/13:00〜17:0日でず。 


AV お客様相談室 


SS 


ナビ94■付レ 


0570 - 000-701 

一般電話-公お電話からは市内遅話料金でご利巧いただけます。 


干 206-8530 東京都多摩市落合1 -47 

電言舌： 042-3 已目-923已 / FAX : 042-3 己6-白242 


故障-修理や保守についてのお問い合わせは 

ティアック修理センターまでご連絡くださし、。 

お問い合わせ受付時間は、± •曰■祝日-弊社休業日を除く 9:3日〜17:日日でず。 

ティアック修理センター 

0570 - 000-501 

一般電話-公衆電話からは市内通話料金でご利巧いただけます。 

干19日-1232東京都西多摩郡瑞穂町長岡 2-2 -S 
電言舌： 042-已已目-2280 / FAX : 042-5 己 6-2281 


SS 


♦ ナビダイヤルは全国どこからお掛けになってを市内通話料金でご利用いただけ 
ます 。 PHS • IP 電話などか5はナビダイヤルをご利用いただけませんので、通 
常の電話番号にお掛け < ださし、。 

♦ 新電電各社をお使いの場合はナビダイヤルをご利用いただけないことびありま 
す。その場合はご契約されている新電電各社へお問い合わせいただくか、通常 
の電話番号にお掛けくださし、。 

♦ 住所や電話番号は、予告なく変更する場合びあります。あらかじめご了承ください。 


1108- MA -1430 A 




